
 

 

 例年よりも数段早く梅雨明け宣言が出されました。来週から始まる７月も猛暑の予想ですが、

熱中症予防をはじめとした体調管理に気をつけていきたいです。 

さて、１学期のゴール地点が見えてきました。今回は前号に引き続きとして、１学期の始業

式に話をした「めざす４つの姿」の残り２つについて振り返ってみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより【第５号】 

小浜市立中名田小学校 

 令和４年６月３０日 

③いのちを大切にする子 

 ｢自分の命は自分で守る｣ 

この言葉を４月から事あるごとに子どもたちに伝えてきました。 

事故や大きなけがをしないというだけでなく、命に危険を及ぼすこ 

とにあわない（ならない）ために自分に何ができるのか、何をしな 

ければならないかを考え（判断し）行動することがとても重要だと考えているからです。 

スクールプランでは、｢危険予知、危険回避能力の育成｣と表現しました。年齢が小さいほど痛く

つらい思いを経験して学ぶことの方が多いことでしょう。取り返しのつかないことになってからで

はどうしようもないと考えると、子どもたちの行動を細かく監視や注意をしてしまい、ややもする

と｢させない・やってあげる｣ということになりがちです。しかし、いざという時に｢自分で考え行動

する｣という視点から考えると果たしてそれでいいのかと考えてしまいます。学年など線引きは難

しいところですが、経験を通して学ぶと同時に知識としても学び、それを自分の中で判断する材料

として活用する力をつけていくことが子どもたちにとって一番大切なのではないかと思います。 

コロナ禍である現在、感染予防対策もその１つではないでしょうか。何をしなければならないか

を自分で考えるか、指示されたことをするかでは、経験値上ずいぶん差がついてくることでしょう。

現在、熱中症との関連でマスクを外す場面とそうでない場面を判断する力が必要となっています。

このような力はいきなり身につくものではなく、経験や知識（教わったこと）を活かし、自分の中

で判断していくことを繰り返し体験することで習得していくものではないかと思います。 

学校としては、そのような場面を意図的にまたは計画的に子どもたちに経験させることで、｢自分

の命は自分で守る｣ための力を身に付けてほしいと考えています。そして、次の段階である｢共助｣

｢公助｣へ意識と行動が高まってほしいと願っています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２４日（金）  

 ＰＴＡ救急法講習会 

 若狭消防署の署員の方にお越しいただき心肺蘇生に

ついて講習および演習を行いました。夏休みのプール

開放に向け、保護者の皆様にはプール当番をお願いす

ることからＰＴＡとして取組みを進めていただきまし

た。子どもたちの命を守るための対策として有意義な

時間でした。 

 

 

６月２２日（水）  

避難訓練（地震→火災を想定） 

 今年度最初の避難訓練を行いました。地震アラート

を利用し、地震が来る前にできる安全体勢を確認しま

した。その後起こった火災に対する避難の仕方も確認

しました。１年生は初めてでしたが、｢おはしもて｣がし

っかりできた避難訓練でした。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中名田小学校ＨＰ】 

 毎日更新をめざしています。行事予定も「行事予定」から確認してください。 

 また、「配布文書」を追加しました。お子様を通じて配布した文書を掲載します。 

 http://edu.city.obama.fukui.jp/nakanata 

④ふるさと中名田大好きっ子 

  地域の一員であるという実感を持ち、地域と積極的にかかわり、つながりながら｢ふるさと中

名田｣でこれからの時代をたくましく生きていくための力の基盤を培い、自分の将来を切り拓く

人間力を育んでほしいという思いから、今までの取組みをもとに、さらに｢ふるさと学習｣を進め

ていきたいと考えています。 

  その実現のためにも、本校の強みでもある｢地域との連携｣を前面に出し、学校の学びだけでな

く地域の様々な方々の力添えを得た学びのある｢地域とともにある学校づくり｣を目ざしていき

たいと考えています。また、地域の方々の歩みや思い、現在進行形の取組みに触れたり、地域の

自然・文化・産業・歴史を見聞したりしながら目的を達成していきたいと考えています。 

  あわせて子どもたちには｢ふるさと学習｣を通して、地域の現状に問題意識（課題）を持ち、そ

れを協働しながら解決していこうとする力も育んでほしいと考えています。そのためには、様々

な人との関わりやつながりが必要です。一人では解決できないことも仲間やまわりの人と力を合

わせながら取り組むことで実現可能になることがあります。｢ふるさと学習｣では、人と人のつな

がりの大切さを感じることを通して、豊かな人間性も育んでいきたいと思います。 

  現在、家庭・地域・学校協議会の評議員として、大岸公民館長様をはじめ田村のゆめづくり協

議会坂下会長様など地域を支える各種団体長の皆様に大変お世話になっています。今後も関係を

密にしながら、地域の宝である子どもたちの成長を共に支えさせていただきたいと考えていま

す。地域の皆様、保護者の皆様も学校へのご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２８日（火）  

愛宕ランドへ園児を招待 

 改良を重ねてきた｢愛宕ランド｣へ保育

園の年長・年中の園児を招待しました。 

 ブランコや１本橋など１４個の遊具等

を準備しました。園児の皆さんはとても

楽しく遊んでくれました。地元の自然や

資源を活用しながら人の集う場所を企

画・制作した子どもたちの顔は満足でい

っぱいでした。 

 

６月２２日（金）下田探検 

 １、２年生が生活の学習で地域探検を行っています。こ

の日は、学校周辺の｢下田｣地区探検へ出かけました。初め

て見るものが多く中名田のすてき探しがしっかりできま

した。 

  

６月１１日（土）ＰＴＡ資源回収 

 今年度１回目の資源回収を行

い、たくさんの資源を回収する

ことができました。収益は子ど

もたちの学びに利用させていた

だきます。 

  

http://edu.city.obama.fukui.jp/nakanata

